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1．はじめに

地球科学の研究に携わる私たちには，地質遺産
（ここでは地質学的・地形学的に重要な場所を指す
こととします）の重要性は自明のことです．しかし，日
本の社会では地質遺産という考え方は全くなじみが
ないといって良いのが現状です．どうしてそうなって
いるのでしょうか？それは，日本の社会の中に地質学
など長い時間を扱う地球科学の考え方とその重要性
がよく理解されていないからです．地形や露頭が持
つ意味，それらの中に残された過去の地球の情報と
その価値を，社会一般の人に理解してもらわない限
り，地質遺産の保全を行うことはできません．自然史
的な観点で自然を見る，ということをもっと当たり前
のことにしなくては，地質遺産という考え方は理解さ
れないでしょう．
この自然史の面白さ，過去に何が起こったか読み

取る面白さを通じて，地球科学に興味を持ってもらう
ことができる場所がジオパークです．ジオパークでは，
地域の地質遺産を含めた自然遺産や文化遺産を活
用した知的な観光の振興（ジオツーリズムと呼びま
す）を通じて，地域振興を目指します．保護と同時に
一般の人にその価値を理解してもらい，それが地域
の利益につながるというしくみなので，うまく行けば拡
大再生産的に地質遺産を含めた様々な自然・文化遺
産の価値の理解と保護と振興が進むことが期待され
ます．

2．ジオパークとは：地質遺産の保全と活用

ジオパークとは，地質遺産（科学的に重要な地質・
地形）を主な対象とする一種の自然公園です．地質
遺産を中心とした自然遺産・文化遺産を観光するジ

オツーリズムを振興し，貴重なそれらの遺産を保護す
るとともに研究・教育・普及活動に活用し，地域の持
続可能な発展を目指します．ただ保全を言っても，お
金のかかることですから，簡単には長続きしません．
そこで，われわれ地球科学の研究者を含めた様々な
分野の専門家が演出して，地域の様々な遺産がいか
にすばらしいか世の中にアピールし，多くの観光客が
訪れる手助けをします．そうして地質遺産を含めた地
域の自然・歴史遺産の保全が，観光による地域の経
済的利益につながるようにします．自然遺産を破壊
することなく地域の人々が豊かになる道を目指す，エ
コツーリズムと同じ考え方です．地質遺産を中心に
おくので，「ジオ」ツーリズムと呼ぶわけですが，Geo
は本来地球を意味する接頭語ですから，ジオパーク
はGeologyやGeographyだけでなく，地球を丸ごと，
生き物も人間の文化も含めて対象にする公園となる
べきで，ジオツーリズムはエコツーリズムやグリーンツ
ーリズムを包含するものに発展してほしいと私は思っ
ています．
ジオパークはユネスコが支援する活動です．2004

年にユネスコの支援の下設立された世界ジオパーク
ネットワーク（GGN）が核となって，ジオパークを推進
しています．GGNは，世界各地のジオパークのうち
優れた地質遺産を持ち，優れた活動を行っているジ
オパークが加盟できるネットワークで，ジオパーク活動
全体のショーケース的な役割を果たしています．
GGN加盟ジオパークがネットワークを通じて中身の向
上を図り，ジオパークという仕組みを普及させていく
ことにより，より小規模なローカルなジオパークが多
数各地に設立されて活発に活動できるようになること
を目指しています．
最近マレーシアのランカウイ島などが新たにGGN

に加盟し，GGN加盟のジオパークは53箇所となりま
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したが，大半のGGN加盟ジオパークはヨーロッパと中
国に集中しています．ヨーロッパがジオパークの発祥
の地であること，中国でも相前後して国立地質公園の
整備が行われて，それがジオパークに合流したために
このような分布となっています．ヨーロッパと中国に
おけるジオパークについて，どんな背景でどのように
活動しているかを以下に簡単に述べます．ジオパー
クに関しては，地質ニュース2007年7月号で特集が組
まれているので，詳しくはそちらを読んでいただけれ
ばと思います．
ヨーロッパのジオパークは，ボトムアップ的な活動
として，特に西欧諸国では町や村などの地方自治体
が活動の主体となる場合が多くなっています．そのよ
うな国々では，自然保護財団が活動の主要なテーマ
として地質遺産の保護を行っており，そのような財団
の援助によりジオパークが設立・運営されている例も
多く見られます．中世の町並みや旧石器時代の遺跡
といった，文化遺産との組み合わせで魅力を増すこ
とも行われており，地域の博物館やビジターセンター
がジオパークの活動の中心となっています．
西欧諸国では，地質遺産の保護という考え方が社
会に根付いています．例えば英国では地質遺産の保
護に関する歴史が長く，1945年に地質保護区の設立
に関する最初の報告が国の自然保護区調査委員会
によって出され，1949年には地質遺産の保護を含ん
だ自然保護に関する法律ができています．1977年に
は国内の地質・地形学的に重要な場所のリストアップ
と評価をするプロジェクトが始まり，3,000以上のサイ
トに関する報告が45巻に渡る本としてこれまで出版
され，Websiteから検索できるデータベースも作成さ
れています．また，自然保護団体などを通じて，多く
の人が地質遺産の保全に関与しています．ヨーロッパ
でジオパークという考え方が出てきた背景にはこの
ような状況があるのです．
これに対して，中国のジオパークはより観光的な色
彩が強く，地域振興がより前面に出ており，行政によ
るトップダウンで進められています．地質公園と呼ば
れる中国のジオパークはテーマパークのように入場料
を取る施設となっており，観光と地域開発に関して大
成功を収めています．例えば河南省にある雲台山地
質公園は，年間800万人を超える観光客を集め，地
域経済を大きく発展させました．観光業界では，この
雲台山地質公園の成功が国際的な驚きを呼んでお

り，同地質公園のある焦作市の地名を取って「焦作現
象」と呼ばれているそうです．
日本では，これまで日本地質学会およびNPO法人
地質情報整備・活用機構を中心として，ジオパークの
理念と仕組みの広報と普及を行ってきました．それ
に呼応して，各地でジオパークを設立しようという動
きが出てきました．これから，関連学会，関連省庁，
関連団体から参加を仰いで議論をし，まず日本でど
のような体制でジオパークを進めていくか，どのよう
なものをジオパークとするかという理念などを検討し
ます．その検討結果を基に日本ジオパーク委員会を
立ち上げ，日本版ジオパークを認証し，その中から優
れたものを世界ジオパークネットワークに推薦する予
定です．また，日本各地のジオパーク同士が情報交換
して互いのノウハウを交換し，共同して広報や普及を
行う協議会がまもなく立ち上がります．
私は日本のジオパークは次のようなことが理解でき
る場であって欲しいと思っています．日本列島の地
質・地形条件は昔から日本人の暮らしに大きな影響
を与えてきました．山は険しく地質の変化に富んでお
り，各地に火山があり，地震による被害が頻繁に起こ
る，という日本列島で，それらの条件に適応しながら
暮らしてきたのです．各地の伝統文化や地場産業に
は，その起源において地質・地形条件あるいはそれ
と関連のある自然条件と深く関わっているものがあ
るはずです．そうした過去の自然と人間との関わりを
通じて築いてきた「日本列島での暮らし方」が，日本の
ジオパークの少なくともテーマの一つになって欲しい
と思っています．ジオパークがそのような場になれば，
ジオパークは，親しみやすい地球科学および科学へ
の入口となります．またそれだけでなく，われわれが
日本列島の上で，これからもずっと暮らして行くには
どうしたらいいか考えるための入口になることでしょ
う．また，同じような地質・地形条件の下で暮らす他
の国の人々にも役に立つジオパークとなるでしょう．

3．ジオパークと普及活動：観光地質学の必要性

ジオパークなどで行う地質学の普及活動のために，
「観光地質学」という研究分野が必要なのではないか
というのがこの節の趣旨です．ジオパークのもう一つ
の柱である地質遺産の保全に関しては，また別の機
会に考察したいと思います．なお，本節における地
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質学という単語は地形学など関連分野も含む広い意
味，地形・地層・岩石を対象とする科学という意味
でとらえてください．
地質学の実社会への貢献というと，まず資源，そし
て防災が重要な分野となってきました．地質学を観
光に役立てて社会に貢献しよう，というのがジオパー
クです．「観光」は，「資源」や「防災」と同じように，地
質情報を活用して何らかの価値あるものを見いだす
という点で，同じように地質学の重要な応用の対象
であると考えられます．観光地質学では，地質学を
用いて観光資源を見つけます．見つけるべき観光資
源は，まず観光客の興味を引く地質遺産です．次に
その地質遺産から読み取れる面白いストーリーと，そ
のストーリーをわかりやすく理解してもらうための手法
が研究の対象となることでしょう．
日本においてはどんな地質遺産がどこにあるかか
なりわかっております．しかし，英国のような網羅的
なリストとその記載があるわけではありません．また，
現在天然記念物などになっている地質遺産は，「景観
として優れている」か「地質学的に見て貴重」といっ
た観点から選ばれているものが多く，教育・普及・研
究に大いに活用できる「普通の」すばらしい露頭は，
漏れているものも多いのではないでしょうか．地球に
関する理解を深める，という観点からは，景観として
は大したものではなく，地質現象としてはありふれて
いるけれども，地球における普遍的なプロセスを容易
に理解できる場所である，というものの保護が重要で
す．このような観点をも含めた網羅的なリストと記載
がまず必要であると考えられます．
次にストーリー作りとそのプレゼンテーションです．

このストーリー作りの際に必要な研究は基礎科学とし
て行う地質学の研究と同じです．基礎科学として行
う場合は，研究者個人や学界の興味によりどこの何
を研究するかが決まってくるわけですが，観光地質学
のストーリー作りの際には，地域は観光の対象となる
場所，研究のテーマはそこを訪れる人が興味を持つ
であろうこと，ということになります．たとえば，ある山
をジオパークにしようとするとき，なぜそこに山ができ
たか，なぜその山は今見えるような形になったのか，
といったことが説明できなければなりません．観光に
来る人の興味や疑問の中には，簡単には答えられな
い根本的，基本的なものがあることが想像できます．
ここが重要なポイントで，この観光客の需要に対応し

ていくことで，資源探査のための地質学が基礎科学
としての地質学を大きく進歩させたようなことが，うま
く行けば観光地質学でも期待できると私は考えます．
世の中が短期的な評価を求める今の状況の下で

は，根本的・基本的問題に，しかも野外地質学で取
り組む研究者は多くありません，というよりどんどん
いなくなっています．観光地質学がジオパークを通じ
て世の中に定着し，地域振興に役立つと評価されれ
ば，自治体などから研究費を得ることが可能となるで
しょう．そして上に述べたように，根本的・基本的な
テーマが観光にとっても重要なものになるとすれば，
観光地質学という応用地質学の一分野を通じて，基
礎科学である地質学の振興にもつながる可能性があ
ると考えられます．観光地質学は，最近衰退しつつ
ある野外地質学を復活させる手段にもなりうるでしょ
う．
上に述べたのはただの願望ではありません．すで

に上手くいっている例があるのです．先日ランカウイ
島のジオパークの立ち上げに大きな役割を果たした
マレーシア国立大学の方々と話をする機会がありま
した．マレーシア国立大学では地質遺産と地域振興
に関するプロジェクトが走っています．それに携わっ
ている教官の方がおっしゃるには，「地質遺産と地域
振興」というテーマを掲げてから，野外地質の研究が
やりやすくなった，というのです．「XX地域の地史学
的研究」ではちっとも予算が取れなかったが，今では
「XX地域の地質遺産の研究」で予算が取れて，しかも
研究の中身は以前と大きくは変わらない，研究の成
果を一般市民にわかりやすい形で提示し自治体に提
供するという過程が加わっただけである，ということ
だそうです．
同じような例は中国のジオパークでも聞きました．

前述のように中国のジオパークは大成功しており，そ
の利益の中から研究費を出してもらってジオパークと
その周辺の基礎的な地質学的研究を行い，論文を書
き，成果をジオパークに還元する，といった好循環が
生まれている場合があるそうです．
このような好循環を作ることができれば，研究者は
地質学の研究をして地域社会に貢献し，地域の人は
地質学者の成果で地域経済を活性化し，訪問者は自
然に親しむとともに知的な喜びを得て，関わる人す
べてが得をする，すばらしい仕組みができあがります．
そのためには，まず地質学者が観光に使える地質学
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を提供して，ジオパークを成功させることが好循環へ
の第一歩となるでしょう．
そのような好循環が定着すれば，地質を学んだ学

生の就職にも良い影響が出ます．最近の地下資源の
全般的な値上がりに伴い，地質学を学んだ学生が一
時期よりは地質学を生かした職業に就くことが可能に
なっています．しかし，就職に際して地質学を学んだ
ことが有利に働く場合は多くないのが現状でしょう．
地質学が観光に役立つ，という認識が社会に形成さ
れれば，例えば自治体や観光業界で地質の学生を，
特に野外地質を学んだ学生を採用してくれるように
なるかもしれません．学んだことが就職に役立つこと
は優秀な学生の獲得に役立ち，地質学のレベルアッ
プにもつながるでしょう．地質学者も一歩踏み出さな
くてはいけないのではないでしょうか．

4．おわりに：ジオパークを作りましょう！

これまで私は多くの人にジオパークの説明をしてき
ました．いままで「ジオパークなんてやらない方がい
い」と反対されたことはありません．常に皆さん総論

賛成です．前節の最後で述べたように，うまく行けば
みんなが得をする話だからです．人々が余暇を楽し
むと同時に，地球と日本人の歴史に思いをはせ，地
域の地質と地形の成り立ちを通じて科学に親しみ，
地域経済が活性化し，地球科学の研究が促進する，
というのがジオパークです．ジオパークがうまく行け
ば，本特集号の多くの著者が指摘している，地球科
学に関わる様々な問題の解決につながることは上に
述べたとおりです．
もちろん各論，つまりどうやって実現しどう運営し
ていくかに関してはいろいろとこれから解決すべき問
題があります．組織や体制，必要なお金の出どころ，
そしてジオパークで行う活動の企画と立案，多くの人
の知恵が必要です．しかし，ジオパークの目指すとこ
ろについては，多くの人が賛成できるはずです．ジオ
パークの理念に賛同する多くの人が協力すれば，ジ
オパークは現実のものとなるはずです．
日本にすばらしいジオパークを作りましょう！

WATANABE Mahito（2007）：Utilization and conservation of
geoheritage -Let's establish geoparks in Japan!-
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